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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ａ
．
Ｏ
．
Ｇ
 

－
Ａ
ｇ
ｅ
ｎ
ｔ
　
Ｏ
ｆ
　
Ｇ
ｏ
ｄ
－
 

～
代
行
者
と
三
国
の

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

恋
姫
た
ち
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
４
０
６
Ｚ

【
作
者
名
】

　
反
省
猫

【
あ
ら
す
じ
】

　
ま
た
新
た
な
一
人
の
男
が
、
今
度
は
『
恋
姫
無
双
』
に
似
た
セ
カ
イ
の
地
に

降
り
立
っ
た
。
男
は
、
こ
の
セ
カ
イ
で
何
を
す
る
の
か
…
…
そ
れ
は
ま
だ
誰
も

知
ら
な
い
。

今
、
新
し
い
外
史
の
幕
が
上
が
る
！
！

※
こ
の
作
品
は
、
恋
姫
無
双
シ
リ
ー
ズ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
２
次
創
作
小
説
で

す
。

オ
リ
主
最
強
、
キ
ャ
ラ
崩
壊
、
原
作
ブ
レ
イ
ク
、
残
酷
な
描
写
が
苦
手
な
方
は
、
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あ
ま
り
お
す
す
め
で
き
ま
せ
ん
。

又
、
こ
の
作
品
は
、

『
Ａ
．
Ｏ
．
Ｇ
 

－
Ａ
ｇ
ｅ
ｎ
ｔ
　
Ｏ
ｆ
　
Ｇ
ｏ
ｄ
－
 

～
真
剣
で
代
行
者
に

恋
し
な
さ
い
！
～
』

と
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
も
し
よ
ろ
し
け
れ
ば
そ
ち
ら
の
ほ
う
も

ど
う
ぞ
！
　

Ａ
．
Ｏ
．
Ｇ
 

－
Ａ
ｇ
ｅ
ｎ
ｔ
　
Ｏ
ｆ
　
Ｇ
ｏ
ｄ
－
 

～
真
剣
で
代
行
者
に
恋

し
な
さ
い
！
～

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｎ
ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
．
ｓ
ｙ
ｏ
ｓ
ｅ
ｔ
ｕ
．
ｃ
ｏ
ｍ
／
ｎ
９
２
１
４

ｙ
／
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オ
リ
キ
ャ
ラ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
そ
の
?
（
前
書
き
）

オ
リ
主
と
オ
リ
キ
ャ
ラ
の
紹
介
を
し
ま
す
。



4

オ
リ
キ
ャ
ラ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
そ
の
?

名
　
　
 

前
：
　
室
谷
 

大
地

フ
 

リ
 

ガ
 

ナ
 

：
ム
ロ
ヤ
 

ダ
イ
チ

ｃ
ｖ
イ
メ
ー
ジ
：
木
内
 

秀
信
（
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
 

Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ
 

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ

 
－
流
星
の
双
子
－
の
黒
役
）

ヘ
イ

年
　
　
　
　
齢
：
２
１
歳

身
　
　
　
　
長
：
１
８
１
．
３
ｃ
ｍ

血
 

　
液
 

　
型
：
Ｏ

誕
 

　
生
 

　
日
：
１
２
月
２
４
日
　

一
 

　
人
　
 

称
：
俺

あ
　
 

だ
　
 

名
：
ダ
イ
チ

容
　
　
　
　
姿
：
ス
ー
パ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
大
戦
Ｏ
Ｇ
の
キ
ョ
ウ
ス
ケ
・
ナ
ン
ブ
（

通
常
時
は
、
黒
眼
黒
髪
、
氣
解
放
時
は
赤
眼
金
髪
）

武
　
　
　
　
器
：
刀
　
い
ま
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
　
体
中
に
仕
込
ま
れ
て
い

る
暗
器

職
　
　
　
　
業
：
何
で
も
屋
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家
　
　
　
　
庭
：
家
族
な
し

好
き
な
食
べ
物
：
炒
飯

好
き
な
飲
み
物
：
鉄
観
音

趣
　
　
　
　
味
：
道
具
作
り
 

料
理
 

ギ
ャ
ン
ブ
ル

特
　
　
　
　
技
：
一
度
見
た
技
や
動
き
は
す
ぐ
に
覚
え
ら
れ
る
。

大
 

切
 

な
 

物
 

：
自
分
　
バ
イ
ク
　
師
匠

苦
 

手
 

な
 

物
 

：
人
の
心
を
踏
み
に
じ
る
行
為
　
外
道
　
小
さ
い
子
供

尊
敬
す
る
人
　
：
師
匠

あ
る
世
界
で
何
で
も
屋
を
し
て
い
た
元
傭
兵
。

あ
る
と
き
、
絶
体
絶
命
の
ピ
ン
チ
を
管
理
者
の
ル
カ
に
助
け
ら
れ
、

ル
カ
に
よ
り
代
行
者
に
任
命
さ
れ
現
在
に
至
る
。

普
段
は
無
愛
想
で
寡
黙
だ
が
、
表
面
に
出
な
い
だ
け
で
実
際
は
静
か
に
燃
え
る

熱
血
漢
で
あ
る
。

己
の
熱
し
や
す
い
性
格
を
よ
く
理
解
し
自
戒
し
て
は
い
る
。

ま
た
、
熱
し
や
す
い
一
方
で
プ
ロ
意
識
は
高
く
、
感
情
を
押
し
殺
し
て

目
の
前
の
任
務
に
徹
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
正
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
。

赤
子
の
と
き
に
剣
の
師
匠
に
拾
わ
れ
、
１
５
歳
に
な
る
ま
で
一
緒
に
暮
ら
し
て

い
た
が
、

師
匠
の
制
止
を
振
り
切
っ
て
、
軍
に
入
っ
た
が
、
あ
る
事
件
が
き
っ
か
け
で

嫌
気
が
さ
し
、
軍
を
脱
退
、
そ
れ
以
降
傭
兵
を
し
て
い
た
が
、

あ
る
人
物
と
知
り
合
い
、
何
で
も
屋
に
転
職
し
た
。

色
恋
沙
汰
に
は
鈍
い
が
、
そ
の
立
ち
振
る
舞
い
か
ら
よ
く
女
性
か
ら
惚
れ
ら
れ
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る
。

天
然
の
誑
し
で
あ
る
が
本
人
は
気
付
い
て
な
い
か
ら
立
ち
が
悪
い
。

○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●

○
●

名
　
　
 

前
：
ル
カ
＝
ツ
ヴ
ァ
イ
ト
＝
ル
ミ
ナ
ス

フ
 

リ
 

ガ
 

ナ
 

：
ル
カ
＝
ツ
ヴ
ァ
イ
ト
＝
ル
ミ
ナ
ス

ｃ
ｖ
イ
メ
ー
ジ
：
佐
藤
 

聡
美
 

（
生
徒
会
役
員
共
 

七
条
 

ア
リ
ア
役
）

年
　
　
　
　
齢
：
不
明

身
　
　
　
　
長
：
１
６
０
．
０
ｃ
ｍ

３
 

サ
 

イ
 

ズ
　
：
８
５
 

５
５
 

８
３

血
 

　
液
 

　
型
：
不
明

誕
 

　
生
 

　
日
：
不
明
　

一
 

　
人
　
 

称
：
私

あ
　
 

だ
　
 

名
：
ル
カ

容
　
　
　
　
姿
：
あ
あ
っ
女
神
さ
ま
っ
の
ス
ク
ル
ド
成
人
版
（
青
眼
金
髪
）

武
　
　
　
　
器
：
頬
笑
み
　
全
知
全
能
の
力
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職
　
　
　
　
業
：
第
１
級
多
世
界
管
理
者

家
　
　
　
　
庭
：
不
明

好
き
な
食
べ
物
：
不
明

好
き
な
飲
み
物
：
不
明

趣
　
　
　
　
味
：
不
明

特
　
　
　
　
技
：
ど
ん
な
と
き
で
も
頬
笑
み
を
絶
や
さ
な
い

大
 

切
 

な
 

物
 

：
多
く
の
セ
カ
イ
　
従
者
　
代
行
者
達

苦
 

手
 

な
 

物
 

：
ネ
ガ
・
マ
リ
ス

尊
敬
す
る
人
　
：
不
明

数
多
く
の
セ
カ
イ
を
管
理
し
て
い
る
神
様
。

※
詳
し
く
は
『
Ａ
．
Ｏ
．
Ｇ
 

－
Ａ
ｇ
ｅ
ｎ
ｔ
　
Ｏ
ｆ
　
Ｇ
ｏ
ｄ
－
 

～
真
剣

で
代
行
者
に
恋
し
な
さ
い
！
～
』

の
オ
リ
キ
ャ
ラ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
参
照

○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●

○
●

名
　
　
 

前
：
稲
葉

フ
 

リ
 

ガ
 

ナ
 

：
イ
ナ
バ
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ｃ
ｖ
イ
メ
ー
ジ
：
加
藤
 

英
美
里
 

（
ま
ど
か
マ
ギ
カ
 

キ
ュ
ゥ
べ
え
役
）

年
　
　
　
　
齢
：
不
明

身
　
　
　
　
長
：
１
１
０
．
７
ｃ
ｍ

血
 

　
液
 

　
型
：
不
明

誕
 

　
生
 

　
日
：
不
明
　

一
 

　
人
　
 

称
：
私

あ
　
 

だ
　
 

名
：
イ
ナ
バ

容
　
　
　
　
姿
：
西
○
屋
の
ロ
ゴ

武
　
　
　
　
器
：
不
明

職
　
　
　
　
業
：
神
の
従
者

家
　
　
　
　
庭
：
不
明

好
き
な
食
べ
物
：
不
明

好
き
な
飲
み
物
：
不
明

趣
　
　
　
　
味
：
不
明

特
　
　
　
　
技
：
ど
ん
な
と
き
で
も
礼
儀
正
し
い
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大
 

切
 

な
 

物
 

：
ル
カ

苦
 

手
 

な
 

物
 

：
ル
カ
の
怒
り

尊
敬
す
る
人
　
：
ル
カ

神
の
従
者
そ
の
１
。

※
詳
し
く
は
『
Ａ
．
Ｏ
．
Ｇ
 

－
Ａ
ｇ
ｅ
ｎ
ｔ
　
Ｏ
ｆ
　
Ｇ
ｏ
ｄ
－
 

～
真
剣

で
代
行
者
に
恋
し
な
さ
い
！
～
』

の
オ
リ
キ
ャ
ラ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
参
照

○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●

○
●

名
　
　
 

前
：
明
々

フ
 

リ
 

ガ
 

ナ
 

：
メ
イ
メ
イ

ｃ
ｖ
イ
メ
ー
ジ
：
豊
崎
 

愛
生
 

（
け
い
お
ん
！
の
平
沢
 

唯
役
）

年
　
　
　
　
齢
：
不
明

身
　
　
　
　
長
：
１
１
２
．
０
ｃ
ｍ

血
 

　
液
 

　
型
：
不
明

誕
 

　
生
 

　
日
：
不
明
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一
 

　
人
　
 

称
：
私

あ
　
 

だ
　
 

名
：
メ
イ

容
　
　
　
　
姿
：
メ
イ
ド
服
を
着
た
羊

武
　
　
　
　
器
：
不
明

職
　
　
　
　
業
：
神
の
従
者

家
　
　
　
　
庭
：
不
明

好
き
な
食
べ
物
：
不
明

好
き
な
飲
み
物
：
不
明

趣
　
　
　
　
味
：
不
明

特
　
　
　
　
技
：
何
も
な
い
と
こ
ろ
で
コ
ケ
る

大
 

切
 

な
 

物
 

：
ル
カ

苦
 

手
 

な
 

物
 

：
ル
カ
の
怒
り

尊
敬
す
る
人
　
：
ル
カ

神
の
従
者
そ
の
２
。

姿
形
は
、
メ
イ
ド
服
を
着
た
羊
の
よ
う
な
生
き
物
。

ル
カ
の
身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
い
る
。

性
格
は
そ
そ
か
っ
し
く
、
か
な
り
の
ド
ジ
っ
子
。
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何
も
な
い
と
こ
ろ
で
よ
く
コ
ケ
る
。

稲
葉
と
は
幼
馴
染
。
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オ
リ
キ
ャ
ラ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
そ
の
?
（
後
書
き
）

作
者
「
だ
い
た
い
こ
れ
が
、
今
回
の
主
人
公
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
登
場
人
物
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
で
す
」

作
者
「
オ
リ
キ
ャ
ラ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、
章
ご
と
に
追
加
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
お
楽
し
み
に
～
」
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第
０
話
 

『
大
地
、
恋
姫
の
セ
カ
イ
に
行
く
の
事
』
（
前
書
き
）

は
じ
め
て
の
人
は
は
じ
め
ま
し
て
、
知
っ
て
る
人
は
毎
度
！
　
反
省
猫
で
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は
、
恋
姫
無
双
の
セ
カ
イ
で
、
新
た
な
代
行
者
が
駆
け

回
り
ま
す
。

相
変
わ
ら
ず
、
駄
文
で
す
が
、
暇
つ
ぶ
し
に
ど
う
ぞ
～
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第
０
話
 

『
大
地
、
恋
姫
の
セ
カ
イ
に
行
く
の
事
』

―
―
―
―
―
大
地
 

ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

大
地

『
参
っ
た
な
、
こ
れ
は
…
…
』

全
方
向
か
ら
数
百
の
マ
フ
ィ
ア
達
が
、
大
地
に
銃
を
向
け
て
い
る
。

こ
こ
は
、
あ
る
セ
カ
イ
の
裏
カ
ジ
ノ
。
大
地
は
、
依
頼
に
よ
り
こ
の
カ
ジ
ノ
の

裏
で
行
わ
れ
て
る

裏
フ
ァ
イ
ト
の
証
拠
を
掴
む
為
に
、
大
地
は
裏
フ
ァ
イ
ト
に
参
加
す
る
為
と
い

う
事
で
、

潜
入
に
成
功
。

大
地
は
、
裏
フ
ァ
イ
ト
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち
上
が
り
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の

こ
こ
を
運
営
し
て
い
る
マ
フ
ィ
ア
の
ボ
ス
、
ヴ
ラ
ド
＝
バ
キ
ュ
ラ
と
闘
う
事
な

っ
た
。

一
進
一
退
の
攻
防
を
制
し
、
辛
勝
し
た
大
地
だ
っ
た
が
、
そ
の
せ
い
で
今
の
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

大
地

「
（
ま
ぁ
、
予
想
は
出
来
た
が
、
さ
て
ど
う
す
る
か
）
」

大
地
は
今
の
状
況
を
考
え
て
い
た
そ
の
時
、
１
人
の
マ
フ
ィ
ア
が
、
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マ
フ
ィ
ア
Ａ

「
良
く
も
ボ
ス
を
！
　
か
ま
わ
ね
ぇ
！
　
こ
い
つ
を
殺
っ
ち
ま
え
！
！
！
」

バ
キ
ュ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ン
！
！
！
！

そ
れ
を
合
図
に
全
方
向
か
ら
銃
か
ら
銃
弾
が
大
地
を
狙
っ
て
放
た
れ
た
。

大
地
は
、
避
け
よ
う
に
も
先
程
の
闘
い
の
ダ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
動
け
な
い
。

大
地

「
（
こ
れ
は
、
俺
死
ん
だ
な
）
」

そ
う
言
っ
て
、
目
を
瞑
っ
た
が
、
い
く
ら
待
っ
て
も
銃
弾
が
こ
な
い
。

ゆ
っ
く
り
と
目
を
開
け
る
と
そ
こ
は
今
ま
で
い
た
裏
フ
ァ
イ
ト
の
会
場
で
は
な

く
、

何
も
な
い
真
っ
白
い
空
間
だ
っ
た
。

大
地

「
こ
こ
は
…
…
ど
こ
だ
？
」

大
地
が
こ
の
部
屋
を
見
渡
す
と

女
性

「
う
ふ
ふ
、
こ
こ
は
空
間
と
空
間
の
狭
間
の
セ
カ
イ
で
す
よ
」

大
地

「
誰
だ
！
！
」
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そ
う
言
っ
て
、
大
地
は
構
え
て
、
声
を
し
た
方
を
見
る
と
そ
こ
に
は
、
金
髪
青

眼
の
美
し
い
女
性
が
立
っ
て
い
た
。

女
性

「
ふ
ふ
、
驚
か
せ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
敵
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
」

女
性
は
穏
や
か
な
声
で
そ
う
言
っ
た
。

大
地
は
、
訝
し
げ
に
そ
の
女
性
を
見
て
、

大
地

「
あ
ん
た
は
一
体
…
…
？
」

女
性

「
「
は
い
、
申
し
遅
れ
ま
し
た
第
１
級
多
世
界
管
理
者
ル
カ
＝
ツ
ヴ
ァ
イ
ト
＝

ル
ミ
ナ
ス
と
申
し
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
…
…
『
神
』
で
す
（
ニ
コ
ッ
）
」

そ
う
言
っ
て
、
微
笑
ん
だ
。

こ
れ
が
、
俺
と
神
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。

ル
カ

―
―
―
―
―
大
地
 

ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｏ
ｕ
ｔ

明
々

「
大
地
様
、
ル
カ
様
が
お
呼
び
で
す
」

羊
に
よ
く
似
た
♀
？
の
明
々
が
、
俺
を
呼
び
に
来
た
。
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大
地

「
あ
あ
」

俺
は
明
々
に
着
い
て
行
っ
た
。

―
―
―
―
あ
の
後
、
ル
カ
が
あ
の
銃
弾
の
雨
か
ら
力
を
行
使
し
て
俺
を
こ
の
セ

カ
イ
に
連
れ
て
き
た
ら
し
い
。

あ
る
意
味
命
の
恩
人
だ
。

そ
こ
で
俺
は
、
命
を
救
わ
れ
た
礼
が
し
た
い
と
申
し
出
を
し
た
ら
、

ル
カ
が
、

ル
カ

「
な
ら
私
の
代
わ
り
に
セ
カ
イ
を
廻
っ
て
く
だ
さ
い
（
ニ
コ
ッ
）
」

と
言
わ
れ
た
の
で
、
最
初
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、

ル
カ
か
ら
説
明
を
受
け
て
要
約
理
解
し
た
。

ル
カ
は
、
セ
カ
イ
に
で
て
く
る
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
対
応
と
バ
グ
を
修
復
す
る

『
神
の
代
行
者
』
に
な
っ
て
く
れ
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

俺
は
、
二
つ
返
事
で

大
地

「
了
解
」
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と
言
っ
て
、
神
の
代
行
者
に
な
っ
た
。

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

そ
れ
か
ら
ル
カ
に
力
を
も
ら
っ
た
。

?
不
死
及
び
強
靭
な
身
体

?
身
体
能
力
限
界
突
破

?
氣
の
発
現
及
び
許
容
量
無
限

?
創
造
の
力
（
人
体
練
成
は
無
理
で
も
死
者
蘇
生
は
可
能
）

?
な
で
ポ
、
に
こ
ポ
（
こ
れ
は
ル
カ
が
勝
手
に
付
け
た
）

?
毒
な
ど
の
状
態
異
常
無
効

?
今
度
行
く
セ
カ
イ
の
知
識
と
そ
の
セ
カ
イ
で
役
に
立
ち
そ
う
な
知
識

?
戦
闘
能
力
成
長
限
界
突
破

も
ら
っ
た
力
は
以
上
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
少
し
し
て
ル
カ
の
い
る
場
所
へ
と
明
々
と
一
緒
に
辿
り
着
い
た
。

ル
カ

「
大
地
、
さ
っ
そ
く
で
悪
い
の
だ
け
ど
、
あ
る
セ
カ
イ
に
行
っ
て
も
ら
え
ま
す

か
？
」

大
地

「
ど
ん
な
セ
カ
イ
だ
？
」
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ル
カ

「
三
国
志
に
似
て
る
け
ど
英
傑
達
が
全
員
女
性
に
な
っ
て
い
る
セ
カ
イ
で
す
」

そ
の
説
明
に
大
地
は
、

大
地

「
わ
か
っ
た
。
そ
こ
の
セ
カ
イ
の
知
識
を
頼
む
」

即
答
し
た
。

ル
カ

「
あ
の
、
こ
う
い
っ
て
は
な
ん
で
す
が
…
…
考
え
た
り
し
な
い
ん
で
す
か
？
」

ル
カ
も
即
答
さ
れ
る
と
は
思
っ
て
な
か
っ
た
よ
う
で
困
っ
た
表
情
で
そ
う
言
っ

た
。

大
地

「
俺
は
、
君
の
代
わ
り
に
セ
カ
イ
を
廻
る
の
だ
ろ
う
？
」

ル
カ

「
は
い
、
そ
う
で
す
」

大
地

「
な
ら
君
は
俺
の
依
頼
主
と
だ
。

ク
ラ
イ
ア
ン
ト

　
俺
は
君
と
契
約
し
た
よ
う
な
も
ん
だ
。

　
な
ら
、
考
え
る
必
要
は
な
い
。

　
俺
は
依
頼
を
遂
行
す
る
だ
け
だ
」

ル
カ
は
、
そ
れ
を
聞
い
て
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ル
カ

「
な
る
ほ
ど
～
、
わ
か
り
ま
し
た
。
で
は
お
願
い
し
ま
す
」

大
地

「
了
解
」

ル
カ

「
後
、
あ
な
た
の
そ
の
セ
カ
イ
の
使
命
で
す
が
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
対
応
と
バ

グ
の
修
正

　
は
も
ち
ろ
ん
、
英
傑
た
ち
と
特
異
点
の
青
年
を
導
い
て
く
だ
さ
い
」

大
地

「
特
異
点
の
青
年
？
」

ル
カ

「
そ
の
特
異
点
の
青
年
は
、
自
分
が
何
を
そ
の
セ
カ
イ
で
成
す
か
知
り
ま
せ
ん
。

　
で
す
の
で
、
あ
な
た
に
彼
の
監
視
及
び
あ
な
た
の
考
え
て
そ
の
少
年
を
導
い

て
欲
し
い
の
で
す
」

大
地

「
ふ
む
」

大
地
は
少
し
考
え
、

大
地

「
了
解
し
た
」

そ
れ
か
ら
そ
の
セ
カ
イ
の
知
識
と
色
々
役
立
つ
も
の
を
も
ら
い
、
大
地
は
ゲ
ー

ト
の
中
央
に
進
む
。
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大
地

「
で
は
、
行
っ
て
く
る
」

大
地
は
振
り
向
き
、
そ
う
言
っ
た
。

ル
カ

「
え
え
、
お
気
を
つ
け
て
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
（
ニ
コ
ッ
）
」

ル
カ
が
見
送
る
の
を
見
て
、
大
地
は
ゲ
ー
ト
の
中
央
に
入
り
消
え
て
い
た
。

稲
葉

「
行
っ
て
し
ま
わ
れ
ま
し
た
ね
」

大
地
が
去
っ
た
後
、
稲
葉
が
、
ル
カ
に
そ
う
言
っ
た
。

ル
カ

「
え
え
、
あ
の
人
な
ら
彼
女
た
ち
と
あ
の
少
年
を
救
う
事
が
出
来
る
か
も
し
れ

な
い
」

少
し
悲
し
そ
う
な
表
情
で
ル
カ
が
言
っ
た
。

明
々

「
ル
カ
さ
ま
…
…
」

ル
カ
は
、
悲
し
い
表
情
か
ら
い
つ
も
の
に
こ
や
か
な
表
情
に
変
わ
り
、

ル
カ

「
稲
葉
、
観
測
者
の
二
人
に
連
絡
を
…
…
」
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稲
葉

「
は
い
！
　
ル
カ
様
」

そ
う
言
っ
て
、
稲
葉
は
そ
の
場
か
ら
去
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ
ｏ
 

ｂ

ｅ
 

ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ｅ
ｄ
…
…
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第
０
話
 

『
大
地
、
恋
姫
の
セ
カ
イ
に
行
く
の
事
』
（
後
書
き
）

作
者
「
つ
い
に
は
じ
ま
り
ま
し
た
！
！

　
　
　
『
Ａ
．
Ｏ
．
Ｇ
 

－
Ａ
ｇ
ｅ
ｎ
ｔ
　
Ｏ
ｆ
　
Ｇ
ｏ
ｄ
－
 

～
代
行
者
と

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

三
国
の
恋
姫
た
ち
～
』
！
」

大
地
「
明
々
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
が
、
こ
こ
は
？
」

作
者
「
と
い
う
事
で
、
ゲ
ス
ト
の
室
谷
 

大
地
さ
ん
で
す
」

大
地
「
ど
う
も
、
室
谷
 

大
地
だ
」

作
者
「
こ
れ
か
ら
彼
に
は
、
恋
姫
の
セ
カ
イ
で
大
い
に
駆
け
回
っ
て
も
ら
い
ま

す
！
」

大
地
「
と
り
あ
え
ず
、
用
件
は
分
か
っ
た
。
だ
か
ら
落
ち
つ
け
駄
作
者
」

作
者
「
お
前
ま
で
駄
作
者
っ
て
言
う
の
か
ｙ
ｏ
！
！
」

大
地
「
そ
れ
が
テ
ン
プ
レ
な
の
だ
ろ
う
？
」

作
者
「
誰
か
ら
そ
れ
を
？
」

大
地
「
稲
葉
に
」

作
者
「
稲
葉
～
～
！
！
！
！
！
　
ど
こ
じ
ゃ
あ
～
」

そ
し
て
そ
の
場
か
ら
去
っ
て
い
く
作
者
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大
地
「
や
れ
や
れ
、
次
回
予
告
の
時
間
だ
。
次
回
は
、
俺
と
あ
る
少
年
と
少
女

達
が
出
会
う
物
語
だ
そ
う
だ
。

　
　
　
次
回
 

第
１
章
 

第
１
話
　
『
代
行
者
、
天
の
御
遣
い
に
会
う
の
事
』

で
ま
た
会
お
う
」

作
者
「
稲
葉
何
処
じ
ゃ
～
～
～
～
～
～
～
～
～
！
！
！
！
」

大
地
「
あ
、
戻
っ
て
き
た
」
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第
１
話
『
代
行
者
、
天
の
御
遣
い
に
会
う
の
事
』
（
前
書
き
）

―
―
―
―
前
回
ま
で
の
あ
ら
す
じ

ル
カ
に
代
行
者
を
任
命
さ
れ
た
何
で
も
屋
の
室
谷
 

大
地
。

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

ル
カ
の
依
頼
に
よ
り
、
恋
姫
の
セ
カ
イ
へ
と
ゲ
ー
ト
を
通
り
向
か
う
の
だ
っ
た
。
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第
１
話
『
代
行
者
、
天
の
御
遣
い
に
会
う
の
事
』

ゲ
ー
ト
か
ら
出
て
く
る
と
そ
こ
は
、
見
渡
す
限
り
荒
野
だ
っ
た
。

大
地

「
…
…
さ
て
、
着
い
た
の
は
い
い
が
、
こ
こ
は
…
…
そ
う
か
」

ル
カ
か
ら
も
ら
っ
た
こ
の
セ
カ
イ
の
知
識
に
よ
り
今
い
る
場
所
が
わ
か
っ
た
。

今
現
在
、
俺
が
い
る
の
は
幽
州
啄
郡
の
五
台
山
の
麓
ら
し
い
。

大
地

「
ふ
む
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
…
…
ん
？
」

空
か
ら
何
か
が
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
落
ち
て
く
る
。

大
地

「
流
星
…
…
か
？
」

最
初
は
小
さ
か
っ
た
の
に
だ
ん
だ
ん
こ
っ
ち
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
大
き
く
な
っ

て
い
る
。

大
地

「
ヤ
バ
い
！
」

そ
う
い
う
と
大
地
を
蹴
っ
て
後
方
５
０
０
ｍ
に
跳
ぶ
。

ゴ
オ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ン
！
！
！



27

落
ち
て
き
た
流
星
は
、
轟
音
と
共
に
凄
ま
じ
い
光
を
放
ち
、
周
り
の
視
界
を
真

っ
白
に
し
た
。

大
地

「
…
…
く
っ
！
」

大
地
は
、
目
を
瞑
り
光
が
収
ま
る
の
を
待
つ
。

数
分
後
、
薄
目
を
開
け
、
光
が
収
ま
っ
た
の
を
確
認
す
る
と
目
を
開
き
、
流
星

が
墜
ち
た
場
所
を
見
る
。

す
る
と
一
人
の
白
い
制
服
を
着
た
青
年
が
う
つ
伏
せ
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。

大
地

「
ふ
む
、
あ
れ
が
ル
カ
が
言
っ
て
い
た
特
異
点
か
」

そ
う
呟
く
と
墜
ち
て
き
た
青
年
の
傍
に
駆
け
寄
っ
た
。

大
地

「
お
い
、
大
丈
夫
か
？
」

青
年
は
気
を
失
っ
て
お
り
、
目
を
覚
ま
さ
な
い
。

大
地

「
と
り
あ
え
ず
、
頬
を
叩
い
て
み
る
か
」

そ
う
い
う
と
青
年
の
頬
を
軽
く
叩
く
、

ペ
シ
！
　
ペ
シ
！
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大
地

「
お
～
い
、
起
き
ろ
！
」

青
年

「
ん
…
…
」

ペ
シ
！
　
ペ
シ
！

大
地

「
し
っ
か
り
し
ろ
」

青
年

「
ん
ん
…
…
」

ペ
シ
！
 

ペ
シ
！

青
年

「
ん
っ
…
…
」

青
年
は
よ
う
や
く
目
を
覚
ま
し
た
。

大
地

「
…
…
お
は
よ
う
」

青
年

「
ん
…
…
？
　
え
ー
…
…
っ
と
、
お
は
よ
う
…
…
ご
ざ
い
ま
す
　
へ
っ
？
」

青
年
は
、
今
の
状
況
が
分
か
ら
な
い
と
言
っ
た
感
じ
で
あ
る
。

大
地
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「
俺
は
、
室
谷
 

大
地
。
お
前
の
名
前
は
？
」

青
年

「
北
郷
…
…
一
刀
で
す
…
…
こ
こ
は
ー
？
」

一
刀
と
名
乗
っ
た
青
年
に
大
地
は
、
こ
こ
の
場
所
の
名
前
を
言
っ
た
。

大
地

「
幽
州
啄
郡
の
五
台
山
の
麓
ら
し
い
」

一
刀

「
ら
し
い
っ
て
―
―
―
」

大
地

「
俺
も
今
着
い
た
ば
か
り
な
ん
で
な
」

そ
う
い
う
と
一
刀
は
大
地
の
格
好
を
見
た
。

赤
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
黒
い
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
、
赤
い
カ
ー
ゴ
パ
ン
ツ
胸
に
は
ド
ッ

グ
タ
グ
を
身
に
着
け
て
お
り
、

腰
に
は
、
刀
を
差
し
て
い
る
。

一
刀

「
一
つ
質
問
な
ん
で
す
が
、
こ
こ
は
日
本
じ
ゃ
？
」

一
刀
の
質
問
に

大
地

「
違
う
な
、
こ
こ
は
後
漢
時
代
の
中
国
に
似
た
セ
カ
イ
だ
」
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そ
れ
を
聞
い
て
、
一
刀
は
驚
く
。

一
刀

「
え
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
！
！
！
！
！
」

大
地

「
と
り
あ
え
ず
、
落
ち
つ
け
」

大
地
の
落
着
き
払
っ
た
雰
囲
気
に

一
刀

「
い
や
い
や
い
や
！
　
今
の
聞
い
た
ら
誰
で
も
驚
き
ま
す
っ
て
！
」

一
刀
の
突
っ
込
み
に

大
地

「
と
り
あ
え
ず
、
順
だ
っ
て
説
明
し
て
や
る
。
こ
の
セ
カ
イ
が
ど
う
い
う
処
な

の
か
な
あ
」

そ
う
い
う
と
二
人
は
地
面
に
座
り
、
大
地
が
説
明
を
し
た
。

―
―
―
―
―
 

一
刀
 

ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

学
校
か
ら
帰
る
途
中
、
意
識
を
失
っ
た
俺
が
、

次
に
目
を
覚
ま
し
た
時
に
は
、
目
の
前
に
見
知
ら
ぬ
荒
野
と
見
知
ら
ぬ
男
が
い

た
。

男
の
名
前
は
、
室
谷
 

大
地
さ
ん
。
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俺
よ
り
か
４
つ
く
ら
い
年
上
く
ら
い
な
感
じ
の
人
だ
。

で
、
大
地
さ
ん
に
こ
こ
の
場
所
を
聞
く
と
俺
は
驚
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

幽
州
啄
郡
！
　
後
漢
時
代
の
中
国
に
似
た
セ
カ
イ
だ
と
！
！
！
！
！
！
！
！

な
ん
で
、
俺
が
そ
ん
な
こ
と
に
…
…
。

俺
が
動
揺
し
て
る
と
ど
う
や
ら
大
地
さ
ん
が
こ
の
セ
カ
イ
の
事
を
教
え
て
く
れ

る
ら
し
い
。

と
り
あ
え
ず
、
頭
を
切
り
替
え
て
話
を
聞
こ
う
。

そ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
考
え
る
ん
だ
。

俺
は
、
大
地
さ
ん
の
話
に
耳
を
傾
け
る
の
だ
っ
た
。

―
―
―
―
―
 

一
刀
 

ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｏ
ｕ
ｔ

大
地
は
、
こ
の
セ
カ
イ
の
事
を
一
刀
に
説
明
し
た
。

一
刀

「
そ
ん
な
…
…
。
俺
は
な
ぜ
、
こ
こ
に
」

一
刀
が
動
揺
し
て
い
る
と

大
地

「
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
俺
は
知
ら
な
い
が
、
俺
は
あ
る
依
頼
で
こ
の
セ
カ
イ
に

来
た
」
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一
刀

「
あ
る
依
頼
っ
て
？
」

大
地

「
一
応
、
こ
れ
は
依
頼
な
ん
で
な
、
簡
単
に
話
す
訳
に
は
い
か
な
い
ん
だ
。

　
と
り
あ
え
ず
、
君
に
危
害
を
加
え
る
事
は
ま
ず
な
い
。
こ
れ
だ
け
は
は
っ
き

り
し
て
い
る
」

そ
れ
を
聞
い
て
一
刀
は
、

一
刀

「
い
や
、
依
頼
な
ら
仕
方
な
い
で
す
。
そ
れ
に
大
地
さ
ん
い
な
か
っ
た
ら

　
こ
の
セ
カ
イ
で
ど
こ
い
っ
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
の
で
」

そ
の
言
葉
を
聞
い
て
大
地
は
感
心
す
る
。

大
地

「
（
お
人
よ
し
だ
が
、
そ
れ
で
も
状
況
を
見
極
め
る
力
は
あ
る
か
）
」

大
地
が
そ
ん
な
事
を
思
っ
て
い
る
と

一
刀

「
大
地
さ
ん
、
ど
う
し
ま
し
た
？
」

大
地

「
…
…
い
や
、
何
で
も
な
い
、
と
り
あ
え
ず
、
村
か
ど
こ
か
人
の
い
る
場
所
を

目
指
す
か
」

そ
う
言
っ
て
歩
き
出
す
と
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一
刀

「
は
い
！
」

一
刀
は
、
大
地
の
後
ろ
を
着
い
て
行
こ
う
と
し
た
そ
の
時
、

？
？

「
お
待
ち
く
だ
さ
い
！
！
」

大
地
・
一
刀

「
ん
？
」

二
人
が
振
り
返
る
と
黒
髪
の
綺
麗
な
女
性
が
俺
達
を
呼
び
止
め
た
。

女
性

「
私
の
名
前
は
関
羽
雲
長
と
申
し
ま
す
。
お
二
人
は
、
天
の
御
使
い
様
と
神
の

代
行
者
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

大
地
と
一
刀
は
向
き
あ
っ
て
、
そ
の
後

大
地
・
一
刀

「
は
あ
ぁ
ぁ
～
～
？
」

と
叫
ん
だ
の
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ｔ
ｏ
 

ｂ
ｅ
 

ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ｅ
ｄ
…
…
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第
１
話
『
代
行
者
、
天
の
御
遣
い
に
会
う
の
事
』
（
後
書
き
）

作
者
「
と
い
う
こ
と
で
、
一
刀
君
と
合
流
で
す
」

大
地
「
な
あ
、
こ
れ
か
ら
蜀
ル
ー
ト
で
話
進
め
る
の
か
？
」

作
者
「
い
や
、
蜀
ル
ー
ト
を
基
軸
に
他
の
ル
ー
ト
を
混
ぜ
る
よ
」

大
地
「
そ
ん
な
ん
で
話
が
纏
ま
る
の
か
？
」

作
者
「
な
ん
と
か
や
っ
て
み
る
さ
」

大
地
「
ま
ぁ
と
り
あ
え
ず
、
が
ん
ば
れ
」

作
者
「
さ
て
、
今
回
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
北
郷
 

一
刀
君
の
登
場
だ
～
」

一
刀
「
ど
う
も
」

作
者
「
と
り
あ
え
ず
、
ネ
タ
バ
レ
だ
が
、
お
前
を
徹
底
的
に
鍛
え
ま
す
」

一
刀
「
え
ぇ
ぇ
！
！
！
　
ど
れ
く
ら
い
？
」

作
者
「
夏
候
惇
く
ら
い
」

一
刀
「
ま
じ
で
～
～
！
！
！
」

作
者
「
と
り
あ
え
ず
、
色
欲
に
い
か
な
い
よ
う
に
俺
が
調
整
し
て
や
ろ
う
」

一
刀
「
い
や
だ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」
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そ
し
て
作
者
に
連
れ
て
行
か
れ
る
一
刀
。

そ
れ
を
呆
れ
な
が
ら
も
見
送
る
大
地

大
地
「
行
っ
て
し
ま
っ
た
…
…
。
と
り
あ
え
ず
次
回
予
告
だ
。

　
　
　
俺
達
は
、
蜀
を
作
る
こ
と
に
な
る
仁
王
 

劉
備
に
出
会
う
の
だ
が
…
…
。

　
　
　
次
回
 

第
１
章
 

第
２
話
『
大
地
、
劉
備
に
理
想
の
厳
し
さ
を
教
え
る

の
事
』
で
ま
た
会
お
う
」

一
刀
「
ぎ
ゃ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
！
！
」

大
地
「
合
掌
…
…
」

チ
ー
ー
ー
ン
！
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
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